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一
、
は
じ
め
に
和
歌
山
県
伊
都
郡
九
度
山
町
に
存
す
る
真
言
宗
の
伽
羅
陀
山
・
善
名
称
院
は
、｢
真
田
庵｣
の
別
称
で
も
有
名
な
寺
院
で
あ
る
。
こ
の
寺
院
の
宝
物
資
料
館
に
は
制
作
年
次
・
収
蔵
年
次
共
に
不
明
の
六
曲
一
双
の
貼
り
混
ぜ
屏
風
が
存
す
る
。
紙
本
金
地
に
教
典
断
簡
・
奈
良
絵
巻
断
簡
・
短
冊
等
を
貼
り
混
ぜ
た
も
の
で
、
屏
風
全
体
に
関
し
て
は
別
稿
に
て
詳
述
す
る
が
、
こ
の
屏
風
各
扇
の
中
段
・
下
段
に
貼
ら
れ
て
い
る
奈
良
絵
巻
断
簡
は
、
料
紙
は
全
て
鳥
の
子
紙
で
、
寸
法(
中
段
の
物
は
縦
三
二
・
六
糎
。
下
段
の
物
は
縁
取
り
の
た
め
や
や
小
さ
い)
や
形
式
、
霞
を
含
め
た
画
風
か
ら
察
す
る
に
、
全
て
江
戸
時
代
前
期
・
寛
文
頃
(
石
川
透
氏
分
類
の
Ⅳ
期
(
１))
の
も
の
と
推
測
さ
れ
、
同
一
工
房
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。
さ
て
こ
の
奈
良
絵
巻
断
簡
の
中
に
は
、
わ
ず
か
に
残
る
詞
書
や
描
か
れ
て
い
る
人
物
の
特
徴
的
な
体
躯
・
顔
立
、
相
撲
・
地
獄
破
り
等
の
内
容
か
ら
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
豪
傑
で
門
破
り
や
地
獄
破
り
の
伝
承
で
名
高
い
朝
夷
名
三
郎
義
秀
に
纏
わ
る
物
語
の
も
の
が
詞
書
を
含
め
て
十
場
面
分
(
Ａ
〜
Ｊ)
、
同
作
の
も
の
の
可
能
性
を
有
す
る
も
の
が
二
場
面
分
(
Ｋ
・
Ｌ)
存
す
る
。
本
稿
で
は
以
上
の
計
十
二
場
面
を
『
吾
妻
鏡』
・『
曽
我
物
語』
や
狂
言
｢
朝
比
奈｣
・
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
奈
良
絵
巻
『
朝
比
奈
物
語』
・
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
等
関
連
す
る
諸
文
芸
作
品
(
２)
と
比
較
し
つ
つ
物
語
の
時
系
列
に
沿
っ
て
順
に
紹
介
し
、
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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善
名
称
院
蔵
朝
夷
名
三
郎
義
秀
関
連
奈
良
絵
巻
断
簡
に
つ
い
て
善
名
称
院
蔵
・
奈
良
絵
巻
断
簡
等
貼
り
混
ぜ
屏
風
の
紹
介


竹
由
明
二
、
朝
夷
名
三
郎
義
秀
関
連
奈
良
絵
巻
断
簡
の
場
面
比
定
そ
れ
で
は
早
速
、
Ａ
か
ら
Ｌ
ま
で
の
場
面
を
、
ど
の
様
な
場
面
か
明
ら
か
に
し
つ
つ
紹
介
し
て
い
こ
う
。
Ａ
・
左
隻
第
三
扇
下
段
左
側
(
三
一
・
〇
糎
×
一
七
・
二
糎)
、
左
隻
第
四
扇
下
段
右
側(
三
一
・
〇
糎
×
二
二
・
八
糎)
鹿
を
素
手
で
生
け
捕
る
朝
夷
名
が
描
か
れ
て
い
る
。
富
士
の
巻
狩
り
の
一
場
面
で
あ
ろ
う
か
。『
吾
妻
鏡』
建
久
四
年
五
月
条
・
真
名
本
『
曽
我
物
語』
巻
第
八
・
仮
名
本
『
曽
我
物
語』
巻
第
八
の
富
士
の
巻
狩
り
の
場
面
に
、
朝
夷
名
が
鹿
を
生
け
捕
っ
た
と
す
る
譚
は
見
え
な
い
(『
吾
妻
鏡』
当
該
記
事
中
に
は
朝
夷
名
の
名
自
体
が
無
い)
。
管
見
の
限
り
、
同
譚
は
以
下
の
如
く
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
に
の
み
見
え
る
(
挿
絵
も
あ
り)
。
又
か
ま
く
ら
と
の
ふ
じ
の
す
そ
の
ゝ
み
か
り
の
と
き
は
、
…
…
(
中
略)
…
…
あ
さ
い
な
の
三
郎
は
、
あ
つ
た
ら
け
た
物
に
き
す
つ
け
て
せ
ん
な
し
と
て
、
あ
ら
け
な
く
い
か
り
て
す
く
る
大
し
か
を
よ
こ
た
き
に
ひ
つ
か
ゝ
へ
、
す
こ
し
も
は
た
ら
か
せ
す
、
き
み
の
御
ま
へ
に
ま
い
り
け
れ
は
、
か
ま
く
ら
と
の
仰
に
は
、
い
こ
く
に
は
と
ら
を
て
と
り
に
し
た
る
人
も
あ
り
と
い
へ
と
も
、
わ
か
て
う
に
は
、
い
ま
た
さ
や
う
の
た
め
し
な
し
。
け
ふ
の
か
う
み
や
う
第
一
、
な
ん
ち
な
る
へ
し
…
…
Ｂ
・
左
隻
第
四
扇
下
段
左
側
(
三
一
・
二
糎
×
三
〇
・
〇
糎)
、
左
隻
第
五
扇
下
段(
右
・
三
一
・
四
糎
×
二
一
・
二
糎
、
左
・
三
一
・
二
糎
×
四
一
・
六
糎
、
左
隻
第
六
扇
下
段(
右
・
三
一
・
二
糎
×
九
・
四
糎
、
左
・
三
一
・
二
糎
×
四
九
・
二
糎)
仏
事
の
最
中
に
鐘
を
鳴
ら
す
と
い
う
狼
藉
を
働
く
朝
夷
名
が
描
か
れ
て
い
る
。
巨
大
な
堂
舎
や
仏
像
か
ら
鑑
み
る
に
、
東
大
寺
供
養
の
一
場
面
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
『
吾
妻
鏡』
建
久
六
年
三
月
条
、
延
慶
本
『
平
家
物
語』
第
六
末
｢
薩
摩
平
六
家
長
被
誅
事｣
・
舞
の
本
｢
景
清｣
中
の
東
大
寺
供
養
の
記
事
に
は
そ
も
そ
も
朝
夷
名
の
名
は
見
え
な
い
。
ま
た
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
に
も
同
譚
は
無
く
典
拠
は
未
詳
で
あ
る
。
Ｃ
・
左
隻
第
四
扇
中
段(
三
二
・
六
糎
×
四
九
・
八
糎)
こ
の
場
面
は
、『
吾
妻
鏡』
正
治
二
年
九
月
二
日
条
に
見
え
る
、
小
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坪
の
浜
辺
に
於
け
る
将
軍
頼
家
御
前
で
の
長
兄
常
盛
と
の
相
撲
譚
で
あ
ろ
う
。『
吾
妻
鏡』
同
日
条
に
依
れ
ば
、
快
晴
。
羽
林
令

歴
二
覧
小
壷
海
邊
一
給
。
…
…
(
中
略)
…
…
次
海
上
粧

船
献
二
盃
酒
一
。
而
朝
夷
名
三
郎
義
秀
有
二
水
練
之
聞
一
。
以
二
此
次
一
可

顕
二
其
藝
一
之
由
、
有
二
御
命
一
。
義
秀
不

能
二
辞
申
一
。
則
自

船
下
、
浮
二
海
上
一
、
往
還
數
丁
、
結
句
入
二
波
底
一
、
暫
不

見
。
諸
人
成

恠
之
處
、
提
二
生
鮫
三
喉
一
、
浮
二
上
于
御
船
之
前
一
。
満
座
莫

不

感
。
羽
林
以
二
今
日
御
騎
用
之
龍
蹄
一
〈
名
馬
。
諸
人
爲
二
競
望
一
〉
給
二
義
秀
一
之
處
、
義
秀
兄
常
盛
申
云
、
水
練
者
雖

不

覃
二
義
秀
一
、
於
二
相
撲
一
者
可

有
二
長
兄
之
驗
一
。
置
二
御
馬
於
兄
弟
之
中
一
、
覧
二
相
撲
一
之
後
、
就
二
勝
負
一
可

被

下

之
云
々
。
羽
林
御
入
興
。
着
二
御
船
於
岸
一
、
於
二
小
坂
太
郎
前
庭
一
、
被

召
二
決
之
一
。
二
人
共
解
二
衣
装
一
立
向
。
其
勢
色
不

異
二
力
士
一
。
無

勝
二
劣
于
對
揚
一
、
各
取
合
及
二
數
反
一
、
此
間
所

立
之
地
頗
如
二
震
動
一
。
人
以
爲
二
壮
観
一
。
義
秀
頻
好
二
勝
負
一
、
常
盛
聊
有
二
雌
伏
之
氣
一
。
爰
江
馬
殿
感
興
餘
、
起

座
被

隔
二
立
于
兩
人
之
中
一
。
于

時
常
盛
不

及

着

衣
、
裸
兮
乗
二
件
馬
一
、
揚

鞭
逐
電
。
義
秀
後
悔
千
万
。
と
朝
夷
名
が
生
鮫
生
け
捕
り
と
い
う
水
練
の
技
を
披
露
し
た
後
に
、
傍
線
部
の
如
く
兄
常
盛
と
相
撲
を
取
る
こ
と
と
な
る
。
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
二
重
傍
線
部
の
常
盛
が
名
馬
を
奪
い
去
る
所
で
あ
ろ
う
。
な
お
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
に
は
、
又
右
府
し
や
う
く
ん
の
御
と
き
、
ゆ
い
の
は
ま
に
て
御
ふ
な
あ
そ
ひ
し
給
ふ
に
、
…
…
(
中
略)
…
…
あ
さ
い
な
は
め
い
よ
の
す
い
れ
ん
し
や
と
き
こ
し
め
す
。
な
に
事
に
て
も
つ
か
ま
つ
り
、
御
め
に
か
け
よ
と
仰
け
れ
は
、
う
け
給
候
と
て
、
や
か
て
は
た
か
に
な
り
、
た
ん
な
は
か
り
に
て
か
い
ち
う
へ
と
ひ
入
け
り
。
し
は
ら
く
あ
つ
て
、
か
ひ
上
に
う
か
ひ
あ
か
る
を
み
た
ま
へ
は
、
五
尺
あ
ま
り
の
さ
め
う
を
ゝ
二
と
う
、
左
右
の
わ
き
に
は
さ
み
つ
ゝ
、
や
か
て
御
ふ
ね
へ
そ
ま
い
ら
せ
け
り
。
と
、
相
撲
の
直
前
の
生
鮫
生
け
捕
り
譚
の
み
が
描
か
れ
て
い
る
(
挿
絵
も
あ
り)
。
Ｄ
・
左
隻
第
二
扇
下
段
左
側
(
三
一
・
二
糎
×
三
・
六
糎)
、
左
隻
第
三
扇
下
段
右
側(
三
一
・
二
糎
×
四
五
・
八
糎)
和
田
合
戦
で
朝
夷
名
が
幕
府
を
攻
め
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
中
央
に
幕
府
の
御
所
の
惣
門
。
朝
夷
名
は
門
の
外
側
で
敵
の
武
者
と
組
み
合
う
。
著
名
な
門
破
り
の
直
前
で
あ
ろ
う
。
幕
府
の
御
所
内
部
に
描
か
れ
て
い
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る
の
は
将
軍
実
朝
と
大
江
広
元
等
幕
閣
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
『
吾
妻
鏡』
建
暦
三
(
建
保
元)
年
五
月
二
日
条
、
狂
言
｢
朝
比
奈｣
、
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
に
て
朝
夷
名
が
名
の
あ
る
武
者
と
戦
う
の
は
、
・
而
朝
夷
名
三
郎
義
秀
敗
二
惣
門
一
、
乱
二
入
南
庭
一
、
攻
二
撃
所

籠
之
御
家
人
等
一
。
剰
縱
二
火
於
御
所
一
、
郭
内
室
屋
、
不

残
二
一
宇
一
焼
亡
。
依

之
、
将
軍
家
入
二
御
于
右
大
将
軍
家
法
花
堂
一
、
可
下
遁
二
火
災
一
御
上
之
故
也
。
…
…
(
中
略)
…
…
就

中
義
秀
振
二
猛
威
一
、
彰
二
壮
力
一
。
既
以
如

神
。
敵
二
于
彼
一
之
軍
士
等
、
無

免

死
。
所
謂
五
十
嵐
小
豊
次
、
葛
貫
三
郎
盛
重
、
新
野
左
近
将
監
景
直
、
礼
羽
蓮
乘
以
下
數
輩
被

害
。
其
中
、
高
井
三
郎
兵
衛
尉
重
茂
〈
和
田
二
郎
義
茂
子
。
義
盛
甥
也
。
〉
与
二
義
秀
一
攻
戦
。
互
弃

弓
並

轡
、
欲

決
二
雌
雄
一
、
兩
人
取
合
、
共
以
落

馬
。
遂
重
茂
被

討
訖
。(『
吾
妻
鏡』)
・
さ
れ
ど
も
朝
比
奈
が
力
や
勝
り
け
ん
、
八
本
の
虹
梁
も
折
れ
閂
・
扉
押
し
落
し
、
内
な
る
武
者
三
十
騎
ば
か
り
、
押
し
に
打
た
れ
て
死
し
た
り
し
は
、
…
…
(
中
略)
…
…
御
所
中
の
兵
に
、
五
十
嵐
の
小
文
治
と
い
っ
し
者
、
朝
比
奈
の
鐙
返
さ
ん
と
目
が
け
て
か
か
る
。
朝
比
奈
心
に
思
ふ
や
う
、
何
ほ
ど
の
こ
と
あ
る
べ
き
と
思
ひ
、
彼
の
小
文
治
を
取
っ
て
引
き
寄
せ
、
鞍
の
前
輪
に
押
し
付
け
、
右
へ
は
キ
リ
リ
、
左
へ
は
キ
リ
リ
、
キ
リ
リ
キ
リ
リ
と
押
し
回
い
て
あ
り
し
よ
な
。(
狂
言
｢
朝
比
奈｣)
・
あ
さ
い
な
い
か
り
を
な
し
、
と
ひ
ら
の
い
た
に
手
を
か
け
、
ゑ
い


と
お
し
け
れ
は
、
門
は
や
ふ
れ
て
た
を
れ
に
け
り
。
…
…
(
中
略)
…
…
御
所
か
た
よ
り
も
一
人
と
う
せ
ん
の
つ
は
も
の
共
あ
ま
た
う
つ
て
い
て
け
る
中
に
、
い
か
ら
し
の
こ
ぶ
ん
ぢ
、
に
ゐ
の
ゝ
し
や
う
け
ん
、
た
か
ゐ
の
三
郎
、
こ
れ
ら
を
は
し
め
て
五
十
よ
人
、
あ
さ
い
な
に
う
た
れ
し
に
に
け
り
。(
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』)
と
い
ず
れ
も
門
破
り
(
点
線
部)
後
で
あ
り
、
こ
の
断
簡
で
朝
夷
名
と
戦
う
武
者
の
名
は
不
明
で
あ
る
。
Ｅ
・
右
隻
第
三
扇
下
段
右
側(
三
一
・
四
糎
×
四
七
・
〇
糎)
(
及
び
、
左
隻
第
一
扇
下
段
右
側
〈
三
一
・
六
糎
×
一
八
・
二
糎
〉
？)
老
翁
が
漕
ぐ
船
に
乗
る
朝
夷
名
が
描
か
れ
る
。
和
田
合
戦
後
逃
亡
す
る
場
面
で
あ
ろ
う
か
。
朝
夷
名
の
逃
亡
は
『
吾
妻
鏡』
建
暦
三
(
建
保
元)
年
五
月
三
日
条
・
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
・
朝
夷
名
三
郎
義
秀
〈
卅
八
〉、
并
數

等
出
二
海
濱
一
、
掉

船
赴
二
安
房
國
一
。
其
勢
五
百
騎
、
船
六
艘
云
々
(『
吾
妻
鏡』)
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・
あ
さ
い
な
一
人
た
た
こ
う
と
も
、
か
ひ
あ
る
へ
き
に
あ
ら
さ
れ
は
、
し
や
う
せ
ん
に
と
り
の
り
、
海
上
に
こ
き
い
つ
る
と
み
へ
し
か
、
そ
の
ゝ
ち
ゆ
く
ゑ
は
し
ら
す
な
り
に
け
る
。(
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』)
と
あ
り
、
軍
勢
を
率
い
て
か
な
り
の
大
船
で
逃
亡
し
た
と
す
る
『
吾
妻
鏡』
よ
り
も
小
舟
(
し
や
う
せ
ん)
で
逃
亡
し
た
と
す
る
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
の
方
が
こ
の
断
簡
に
近
い
と
い
え
る
(
奈
良
絵
本
『
朝
比
奈』
に
は
挿
絵
も
あ
り)
。
な
お
左
隻
第
一
扇
下
段
右
側
は
や
や
繋
が
り
が
悪
い
。
Ｋ
等
別
の
場
面
、
ま
た
は
別
の
絵
巻
の
断
簡
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
Ｆ
・
右
隻
第
三
扇
下
段
左
側
(
三
一
・
二
糎
×
一
五
・
九
糎)
、
右
隻
第
四
扇
下
段
右
側(
三
一
・
二
糎
×
三
二
・
二
糎)
閻
魔
王
宮
の
門
前
へ
到
着
し
た
朝
夷
名
が
描
か
れ
る
。
以
下
に
狂
言
｢
朝
比
奈｣
・
奈
良
絵
巻
『
朝
比
奈
物
語』
・
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
の
該
当
場
面
を
引
用
す
る
。
・
閻
魔
王
｢
急
ぐ
間
六
道
の
辻
に
着
い
た
。
こ
の
辺
り
で
し
ば
ら
く
休
ら
ひ
、
よ
か
ら
う
罪
人
も
通
ら
ば
一
責
め
責
め
て
、
地
獄
へ
責
め
落
さ
う
と
存
ず
る
。｣
朝
比
奈
｢
力
も
や
う
や
う
朝
比
奈
は
、
冥
途
へ
と
て
こ
そ
急
ぎ
け
れ
。
こ
れ
は
娑
婆
に
隠
れ
も
な
い
朝
比
奈
の
三
郎
義
秀
で
す
。
我
思
は
ず
も
無
情
の
風
に
誘
は
れ
、
只
今
冥
途
へ
赴
く
。
ま
づ
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
参
ら
う
。｣
(
狂
言
｢
朝
比
奈｣)
・
わ
を
の
れ


と
い
ひ
つ
ゝ
、
足
の
む
か
ひ
た
る
方
に
は
し
り
行
。
巌
峨
々
た
る
所
に
、
く
ろ
が
ね
の
城
門
、
雲
を
凌
た
り
。
や
り
、
な
き
な
た
、
矛
、
旗
な
と
、
あ
る
と
あ
る
兵
具
と
も
、
う
ら
う
惣
に
立
な
み
て
、
数
多
の
鬼
と
も
、
を
こ
そ
か
に
さ
し
か
た
め
た
り
。
(
奈
良
絵
巻
『
朝
比
奈
物
語』)
・
さ
る
ほ
と
に
た
ゝ
人
な
ら
さ
る
に
や
、
め
い
と
く
わ
う
せ
ん
に
て
も
、
そ
の
ゆ
う
り
き
に
お
そ
れ
て
、
こ
く
そ
つ
、
あ
は
う
ら
せ
つ
ま
て
お
そ
れ
て
、
ち
か
つ
く
事
な
か
り
け
り
。
そ
も


に
ん
け
ん
に
は
む
ま
る
ゝ
と
ひ
と
し
く
、
同
生
名
と
て
二
人
の
神
つ
き
そ
へ
り
。
こ
れ
を
倶
生
神
と
も
い
へ
り
。
…
…
(
中
略)
…
…
あ
さ
い
な
め
い
と
に
を
も
む
き
け
れ
は
、
か
の
く
し
や
う
じ
ん
と
も
に
ゆ
く
。(
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』)
こ
の
う
ち
狂
言
｢
朝
比
奈｣
は
六
道
の
辻
に
て
閻
魔
大
王
に
行
き
会
う
の
で
、
断
簡
は
狂
言
の
直
接
の
影
響
下
に
は
な
い
と
言
え
る
。
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Ｇ
・
右
隻
第
四
扇
中
段(
三
二
・
六
糎
×
五
一
・
〇
糎)
閻
魔
王
宮
で
鬼
と
首
引
き
す
る
朝
夷
名
が
描
か
れ
る
。
朝
夷
名
と
鬼
と
の
首
引
き
は
、
管
見
の
限
り
他
の
文
芸
作
品
に
見
ら
れ
ず
典
拠
未
詳
で
あ
る
。
断
簡
よ
り
も
後
代
の
絵
画
資
料
と
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
は
曽
我
蕭
白
筆
｢
朝
比
奈
首
曳
図
屏
風｣
な
る
も
の
が
存
す
る
。
し
か
し
こ
れ
に
は
朝
夷
名
の
絵
で
は
な
い
と
す
る
説
も
有
る
よ
う
で
あ
る
(
３)
。
Ｈ
・
右
隻
第
四
扇
下
段
左
側
(
三
一
・
四
糎
×
二
八
・
〇
糎)
、
右
隻
第
五
扇
下
段
右
側(
三
一
・
二
糎
×
二
二
・
四
糎)
閻
魔
王
と
朝
夷
名
の
い
る
閻
魔
王
宮
に
、
極
楽
浄
土
よ
り
迎
え
が
来
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
来
迎
図
と
言
え
ば
定
番
の
阿
弥
陀
三
尊
又
は
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
、
或
い
は
地
獄
の
罪
人
を
救
う
地
蔵
菩
薩
が
描
か
れ
ず
、
天
人
の
み
が
描
か
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
Ｉ
・
右
隻
第
五
扇
下
段
左
側
(
三
一
・
二
糎
×
四
〇
・
六
糎)
、
右
隻
第
六
扇
下
段(
右
・
三
一
・
〇
糎
×
一
〇
・
〇
糎
、
左
・
三
一
・
〇
糎
×
四
八
・
五
糎)
閻
魔
王
と
朝
夷
名
が
見
送
る
中
、
地
獄
の
罪
人
ど
も
が
極
楽
浄
土
へ
と
迎
え
取
ら
れ
て
い
く
場
面
が
描
か
れ
る
。
な
お
狂
言
｢
朝
比
奈｣
や
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
で
は
、
・
朝
比
奈
｢
朝
比
奈
腹
に
据
ゑ
か
ね
て
、
地
謡
｢
朝
比
奈
腹
に
据
ゑ
か
ね
て
、
熊
手
・
薙
鎌
・
鉄
尖
棒
を
、
持
た
す
る
中
間
の
な
き
ま
ま
に
、
閻
魔
王
に
閻
魔
王
に
、
ズ
ッ
シ
と
持
た
せ
て
朝
比
奈
は
、
浄
土
へ
と
て
こ
そ
急
ぎ
け
れ
。(
狂
言
｢
朝
日
奈｣)
・
ゑ
ん
ま
大
わ
う
は
、
し
や
う
ほ
ん
の
か
ゝ
み
に
む
か
ひ
御
覧
す
る
に
、
あ
さ
い
な
が
し
や
は
に
て
人
の
め
い
を
た
ち
つ
る
所
の
ほ
ん
な
う
、
た
に
こ
と
な
り
と
い
へ
と
も
、
ほ
ん
ぢ
く
わ
ん
お
ん
の
け
し
ん
に
て
、
た
ゝ
ひ
と
に
あ
ら
さ
れ
は
、
ち
こ
く
に
を
と
す
へ
き
や
う
な
し
。
…
…
(
中
略)
…
…
た
ゝ
こ
の
人
を
は
す
く
に
天
上
へ
お
く
る
へ
し
と
の
た
ま
へ
は
、
み
や
う
く
わ
ん
た
ち
は
う
け
給
は
り
、
玉
の
み
こ
し
に
か
い
を
さ
け
あ
さ
い
な
を
の
せ
申
、
し
う
ん
に
ま
き
れ
天
上
し
給
へ
は
、
天
人
か
あ
ま
く
た
り
お
ん
か
く
そ
ら
に
ひ
ひ
き
て
、
ま
こ
と
に
た
へ
な
る
け
し
き
な
り
。(
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』)
と
朝
夷
名
自
身
が
浄
土
へ
と
赴
く
。
ま
た
奈
良
絵
巻
『
朝
比
奈
物
語』
で
は
、
そ
の
結
末
は
地
獄
を
制
圧
し
た
と
い
う
夢
か
ら
醒
め
た
朝
夷
名
が
｢
善
を
修
し｣
て
｢
仏
果｣
を
得
た
と
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
Ｉ
に
関
し
て
は
断
簡
と
他
の
文
芸
作
品
と
の
影
響
関
係
は
認
め
ら
れ
ず
、
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断
簡
は
特
徴
的
で
あ
る
。
Ｊ
・
左
隻
第
三
扇
中
段(
三
二
・
六
糎
×
四
一
・
〇
糎)
最
終
段
の
詞
書
で
あ
る
。
以
下
に
翻
刻
を
載
せ
る
(｢
／｣
は
改
行
を
示
す)
。
其
後
あ
さ
い
な
は
、
ほ
ん
ち
く
せ
く
は
ん
お
ん
と
け
／
け
ん
し
て
、
し
や
つ
く
は
う
と
に
か
へ
り
給
ひ
け
る
、
／
む
か
し
し
や
う
の
い
は
や
の
日
蔵
上
人
は
、
さ
わ
う
こ
／
む
け
ん
に
み
ち
ひ
か
れ
、
十
三
日
か
そ
の
あ
ひ
た
に
、
／
三
か
い
六
た
う
を
見
め
く
り
し
か
と
も
、
そ
れ
は
夢
／
中
の
事
な
り
、
佛
に
あ
ら
す
ほ
さ
つ
に
あ
ら
／
す
、
生
な
か
ら
め
い
と
に
お
も
む
き
、
い
き
ほ
ひ
、
ゑ
／
む
大
わ
う
に
も
ま
さ
り
た
る
あ
さ
い
な
か
ふ
る
ま
ひ
／
こ
そ
ふ
し
き
な
れ
、
こ
と
は
り
な
る
か
な
、
と
か
く
し
の
／
大
明
神
は
、
ほ
ん
ち
く
せ
し
さ
い
わ
う
ほ
さ
つ
也
、
／
し
ゆ
し
や
う
さ
い
と
の
御
は
う
へ
ん
に
て
、
よ
し
ひ
て
／
と
む
ま
れ
給
ひ
つ
ゝ
、
お
ほ
く
の
さ
い
人
と
も
を
、
／
す
く
ひ
と
り
給
ふ
こ
そ
、
あ
り
か
た
け
れ
、
佛
の
／
御
り
や
く
、
ま
ち
く
な
り
と
申
せ
と
も
、
く
は
ん
／
お
ん
の
御
し
ひ
は
、
こ
と
に
す
く
れ
給
ふ
、
な
れ
は
い
ま
／
こ
の
し
や
は
の
さ
し
も
く
さ
、
し
ん
す
へ
し


、
朝
夷
名
の
本
地
を
観
音
と
す
る
点
は
、
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
に
共
通
す
る
(
Ｉ
前
掲
箇
所
参
照)
。
ま
た
三
浦
和
田
一
族
と
は
地
縁
の
薄
い
戸
隠
と
朝
夷
名
と
を
結
び
つ
け
る
点
は
、
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
に
こ
の
あ
さ
い
な
は
、
た
ゝ
ひ
と
に
あ
ら
さ
る
に
や
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
し
な
の
ゝ
国
よ
こ
く
ら
の
ご
ん
げ
ん
の
御
さ
い
た
ん
な
り
と
も
い
へ
り
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
し
な
の
ゝ
国
の
住
人
き
そ
の
中
三
こ
ん
の
か
み
か
ね
と
を
と
い
ふ
ゆ
み
と
り
あ
り
。
こ
の
物
い
ま
た
こ
を
も
た
す
。
さ
る
ゆ
へ
に
、
た
う
こ
く
よ
こ
く
ら
の
こ
ん
け
ん
に
ま
う
て
し
て
、
ま
う
し
こ
を
し
た
り
け
る
に
、
す
な
は
ち
一
人
の
女
子
を
ま
う
け
た
り
。
み
め
か
た
ち
う
つ
く
し
く
、
よ
に
す
く
れ
た
れ
は
、
ち
ゝ
は
ゝ
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
か
き
り
な
し
。
そ
の
な
を
と
も
へ
と
そ
つ
け
に
け
る
。
…
…
(
中
略)
…
…
そ
も


か
の
よ
こ
く
ら
の
こ
ん
け
ん
と
申
は
、
…
…
(
中
略)
…
…
あ
ら
は
る
ゝ
と
か
く
し
の
明
神
こ
れ
な
り
。
と
あ
る
如
く
、
背
景
に
文
芸
・
伝
承
の
世
界
の
朝
夷
名
を
巴
の
子
と
す
る
譚
の
存
在
を
伺
わ
せ
る
。
つ
ま
り
こ
の
断
簡
に
は
、
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
同
様
に
｢
母｣
巴
を
巡
る
前
段
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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Ｋ
・
右
隻
第
一
扇
下
段
右
側(
三
一
・
二
糎
×
二
三
・
二
糎)
大
石
を
運
ぶ
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
場
面
か
は
不
明
で
あ
る
。
強
引
に
朝
夷
名
に
結
び
つ
け
る
な
ら
ば
、｢
母｣
巴
が
大
石
を
運
ん
で
い
る
図
で
あ
ろ
う
か
。
奈
良
絵
本
『
朝
比
奈』
に
は
、
よ
し
な
か
き
そ
山
に
い
て
ゝ
し
し
か
り
を
し
給
ひ
け
る
に
、
れ
い
の
と
も
へ
御
ひ
さ
も
と
さ
ら
す
な
れ
は
、
み
か
り
は
に
も
御
と
も
申
け
り
。
…
…
(
中
略)
…
…
こ
ゝ
に
や
ま
の
そ
は
に
、
た
け
一
丈
あ
ま
り
に
み
ゆ
る
石
の
こ
け
む
し
た
る
か
、
み
ち
の
は
た
に
さ
し
い
て
ゝ
み
へ
け
る
を
、
き
そ
と
の
と
も
へ
を
め
し
、
こ
れ
な
る
い
し
の
さ
し
出
て
、
ゆ
き
ゝ
の
人
を
な
や
ま
す
は
、
と
つ
て
す
て
よ
か
し
と
お
ほ
せ
け
れ
は
、
う
け
給
る
と
申
。
や
か
て
む
ま
よ
り
と
ん
て
お
り
、
ゆ
き
の
こ
と
く
な
る
手
を
さ
し
の
へ
、
か
の
い
し
を
ゑ
い


と
引
け
れ
は
、
こ
の
い
し
ね
へ
ふ
か
う
、
や
の
に
け
ん
あ
た
り
の
か
ん
石
、
こ
の
い
し
に
あ
た
り
、
大
木
こ
ぼ
く
一
と
う
に
ひ
し
け
た
を
れ
は
、
や
ま
川
も
ひ
ゝ
き
わ
た
り
、
し
ん
と
う
し
、
山
神
も
お
と
ろ
き
給
ふ
は
か
り
な
り
。
と
、
巴
が
大
石
を
運
ん
だ
と
の
譚
が
載
り
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
参
考
ま
で
に
戸
隠
に
は
、
女
人
禁
制
故
に
奥
社
へ
の
参
詣
が
叶
わ
な
か
っ
た
巴
が
矢
で
仏
号
を
刻
ん
だ
と
い
う
｢
巴
岩｣
伝
承
も
存
す
る
(
４)
。
Ｌ
・
左
隻
第
一
扇
下
段
左
側
(
三
一
・
四
糎
×
四
〇
・
六
糎)
、
左
隻
第
二
扇
下
段
右
側(
三
一
・
二
糎
×
八
・
六
糎)
合
戦
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
朝
夷
名
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
他
の
絵
巻
の
場
面
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
強
引
に
朝
夷
名
の
文
芸
世
界
に
結
び
つ
け
る
と
す
る
な
ら
ば
、
Ｊ
・
Ｋ
と
の
関
連
、
及
び
白
旗
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
｢
木
曾
最
期｣
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。
但
し
そ
も
そ
も
Ｋ
が
巴
関
連
の
場
面
で
あ
る
確
証
も
な
く
、
ま
た
Ｌ
中
に
木
曽
義
仲
や
巴
ら
し
き
人
物
は
見
あ
た
ら
な
い
。
三
、
終
わ
り
に
朝
夷
名
三
郎
義
秀
関
連
奈
良
絵
巻
断
簡
の
位
置
づ
け
以
上
、
善
名
称
院
蔵
の
朝
夷
名
三
郎
義
秀
関
連
奈
良
絵
巻
断
簡
、
及
び
同
作
の
も
の
の
可
能
性
を
有
す
る
断
簡
の
各
場
面
を
紹
介
し
て
き
た
。
こ
の
断
簡
は
現
存
す
る
場
面
だ
け
か
ら
鑑
み
て
も
、
元
来
の
そ
の
全
体
像
は
、
複
数
巻
か
ら
な
る
相
当
大
掛
か
り
な
朝
夷
名
の
一
代
記
的
な
作
品
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
｢
母｣
巴
に
関
す
る
前
段
も
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
朝
夷
名
に
関
連
す
る
文
芸
作
品
の
中
で
は
、
同
じ
よ
う
に
朝
夷
名
の
一
代
記
的
作
品
で
あ
る
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
と
110
は
共
通
す
る
段
も
あ
り
、
そ
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
断
簡
に
は
｢
東
大
寺
供
養｣
や
｢
長
兄
常
盛
と
の
相
撲
譚｣
等
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
に
は
な
い
段
も
あ
り
、｢
地
獄
破
り｣
に
関
し
て
も
様
相
が
大
き
く
異
な
る
。
そ
も
そ
も
断
簡
の
全
体
像
が
は
っ
き
り
し
な
い
以
上
、
両
者
が
同
一
作
品
の
広
本
・
略
本
の
よ
う
な
関
係
な
の
か
、
ま
っ
た
く
別
の
作
品
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
は
慎
重
を
期
し
た
い
。
と
に
か
く
こ
の
善
名
称
院
蔵
朝
夷
名
三
郎
義
秀
関
連
奈
良
絵
巻
断
簡
の
存
在
は
、
中
世
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
朝
夷
名
を
巡
る
文
芸
や
地
獄
破
り
の
文
芸
が
、
我
々
が
思
う
以
上
に
愛
好
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
注
(
１)
石
川
透
氏
『
入
門
奈
良
絵
本
・
絵
巻』
(
二
〇
一
〇
年
八
月
思
文
閣
出
版)
に
よ
る
。
(
２)
使
用
・
確
認
し
た
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
吾
妻
鏡』
＝
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
真
名
本
『
曽
我
物
語』
＝
貴
重
古
典
籍
叢
刊
、
仮
名
本
『
曽
我
物
語』
＝
日
本
古
典
文
学
大
系
、
延
慶
本
『
平
家
物
語』
＝
勉
誠
社
刊
、
舞
の
本
｢
景
清｣
＝
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
狂
言
｢
朝
比
奈｣
＝
日
本
古
典
文
学
全
集
、
奈
良
絵
巻
『
朝
比
奈
物
語』
＝
在
外
奈
良
絵
本
、
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈』
＝『
三
田
国
文』
三
十
四
号
。
(
３)
『｢
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
日
本
美
術
の
至
宝｣
展
図
録』
(
二
〇
一
二
年
三
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン)
に
よ
れ
ば
、
鬼
に
対
す
る
武
者
を
坂
田
金
時
、
或
い
は
源
為
朝
と
す
る
説
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
(
４)
浅
川
欽
一
氏
・
大
川
悦
生
氏
編
『
日
本
の
伝
説
３
・
信
州
の
伝
説』
(
一
九
七
六
年
二
月
角
川
書
店)
｢
北
信
濃｣
項
に
よ
る
。
追
記
・
本
稿
は
、
軍
記
・
語
り
物
研
究
会
二
〇
一
三
年
度
大
会
(
二
〇
一
三
年
八
月
・
於
大
妻
女
子
大
学)
で
の
口
頭
発
表
を
基
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
ご
教
示
を
賜
っ
た
方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
貴
重
な
資
料
の
調
査
・
報
告
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
伽
羅
陀
山
善
名
称
院
に
も
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
(
文
学
部
准
教
授)
111
112
Ａ・
(
左
)
富士の巻狩りヵ
※左隻第三扇下段左側
※左隻第四扇下段右側
Ｂ・
(
左
)
大仏開眼供養ヵ
※左隻第四扇下段左側
※左隻第五扇下段
※左隻第六扇下段
113
Ｃ・兄常盛との相撲
※左隻第四扇中段
114
Ｄ・
(
上
)
和田合戦・幕府を攻める朝夷名
※左隻第二扇下段左側
※左隻第三扇下段右側
Ｅ・
(
左
)
和田合戦・逃亡する朝夷名ヵ
※右隻第三扇下段右側
(
※左隻第一扇下段右側？
)
115
Ｆ・閻魔王宮へ到着した朝夷名
※右隻第三扇下段左側
※右隻第四扇下段右側
Ｇ・閻魔王宮で鬼と首引きする朝夷名
※右隻第四扇中段
116
Ｈ・
(
左
)
極楽浄土より迎えが来る
※右隻第四扇下段左側
※右隻第五扇下段右側
Ｉ・
(
下
)
地獄の罪人、極楽浄土へ
※右隻第五扇下段左側
※右隻第六扇下段
117
Ｊ・最終段の詞書
※左隻第三扇中段
Ｌ・合戦場面
(
木曾之最期？
)
※左隻第一扇下段左側
※左隻第二扇下段右側
Ｋ・大石を運ぶ巴御前？
※右隻第一扇下段右側
(
※左隻第一扇下段右側？
)
